
















































































究は、傑出しているというべきである︒しか 、一九二八年の全国統一の実現から一九四五年の日本投降の処理までの二十年余執政生活における蔣介石と日本の関係 ついては、多く 検討点がある︒　
第一に、この時期の日本の侵略と蔣介石の対応は、一つの問題










層部の分析が重視されなくなっている︒本書では、少壮軍人の「桜会」の活動、三〇年代初期の軍人の政権奪取「クーデター」 、「皇道派」と「統制派」の「激闘」は述べられているが、 「二・二六事件」後の日本の体制変化や総合政策についての研究 ほとんどされていない︒本書附録の大事年表には、各年とも数十字前後の十分な記載があるが、一九三六年の段には「西安事変」と「五五憲草」の八字しかない︒　
一九三六年の蔣介石と日本の関係および一九三七年の中日全面
戦争の勃発については、次のような鍵となる史実がある︒ 二・二六事件」後、軍部統制派は広田内閣を後押しして現役武官制を復活させ、軍部専制の典型的軍国主義体制 確立 た︒また「国策基準」を制定し、一九〇七年の「 防方針 ・ 「用兵綱領」に対する第三次改定を行い 南北併進、全面中国侵略、世界大戦実行の戦略的大目標を確立した︒華 駐屯軍を増強してこれ 戦略的な強力軍隊とし、華北占領の 事的準備を完成させた︒さらにドイツとファシスト枢軸国の枠組みを確立したなどである︒　
本書はこの時期の広田外交と広田内閣の政策を友好的に評価し、









































中国側の学界や日本の良心的な研究者は、日本の侵略計画によって引き起こされたとする︒第二に、日本の右翼側は中国軍が最初の一発を打ち、戦争を挑発したと非難する︒同様のものに秦郁彦が一九八七年に提起した「蔣介石 開戦決意」の分析がある︒第三に、安井三吉らが論述するように、その夜の銃声事件 偶発的であった 、戦争の原因は日本の侵略拡張政策に根をはるとするものが る︒そして第四に、中 双方とも大戦 計画や準備はなかったが、双方とも妥協を望まなかったこ が戦争を招いたとするものである︒本書はこの類型に属するようである︒　
日本が戦争計画を制定したことに関しては、近年の中日歴史共
同研究報告書によって 一定程度 比較的統一した見解が得られ、前述の広田内閣時期における多くの日本側の計画文書の存在や華北駐屯軍 増強などの史実が認められた れに対し、本 は一九三六年の日本の国策に対する分析が不十分であり、日 が無計画に中国に進攻したとす 論述を示し 同時に中国の蔣介石政府が「妥協を望まなかっ 」こと 戦争拡大の原因であったと指摘する︒このような論点は、一九八七年 右翼研究者秦郁彦が示した蔣介石の 開戦決意」が全面戦争を引き起こしたとする見解とほぼ同じである︒　
本書は「日ソ先戦」の態勢が蔣介石と日本の関係に与えた影響






一九〇七年の「国防方針」 ら一九三六年の「国策の基準」までに定められた戦略の進攻性、作戦の要求によって随時戦争相手を変える「対数国作 」原則、さらに「北南併進」方針を見落 している︒二〇年代 国防方針 改定に参与し 畑俊 は戦後 回想で「対数国作戦は、露支、米支、米英の場合を考案していた
（
8）」
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